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移住者交流 朝市体験会が開催されました
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回を増すごとににぎやかになってきた千倉漁港朝市は、新規出店店舗も加わり、さらにパワーア
ップしました。２月の朝市も天候に恵まれ、漁港直送の鮮魚や干物、地元商店の特産品などが軒を
並べました。「貸切海鮮バーベキュー」も一時満席になるほどの盛況ぶりで、多くのお客様が新鮮

な海の幸に舌鼓を打っていました。
◎開催日：毎月第２・第４日曜日 朝８時～１２時（３月は１２日、２６日に開催します）
◎場 所：漁村センタ一跡地 千倉町平舘763-11付近(のぼりを目印にお越し下さい)

※ご来場の際はマスク、手指消毒等コロナ感染対策にご協力をお願い致します。
また、天候・その他の事情により中止となる場合もございます。

「ちくら漁港朝市」にぎわってます！
～千倉港・海の里づくりの会～

～きずなの会～

千倉に移住した方を対象に「朝市体験会」が開催されました。当日は9名の移住者が集まり、朝市

の各店舗の紹介の後、各々買い物を楽しみました。朝市名物の貸切海鮮バーベキューでは、移住者同

士で談笑しながら新鮮な海の幸を楽しんでいました。参加者からは「お店の前は通ったことがあるけ

れど、朝市で実際に売っているものを見てお店にも行ってみたいなと思った」などの感想を頂き大変

有意義な体験会となりました。

※問い合わせ先 千倉地域づくり協議会「きずな」事務局 電話44-1113(平日9時〜17時)
最新情報は「きずな」Facebookに掲載致します。

鮮魚・干物は大好評のため売り切れ続出！ 回を増すごとに来場者も増えています。

小沢部会長の挨拶のあと各自自己紹介をしました 朝市の各店舗を回り、お店の紹介と店主からの話がさ
れ、参加者も興味津々に聞き入っていました。
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千倉地域づくり協議会『きずな』では、一緒に楽しんで活動して頂ける会員を募集中です。
お気軽に事務局までお問い合せ下さい。
色鮮やかなカラー版はFacebook、みんみんネットでご覧いただけます。

メールFacebook page
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川口虚空蔵様の節分会が開催されました
２月３日、千倉町川口の虚空蔵堂にて節分会(せつぶんえ)が行われました。本尊の虚空蔵菩薩の

ご利益は二徳円満とされ、一度のお参りで「智慧」と「福」が授かります。時折雪の舞う極寒の中

でしたが、虚空蔵様のご利益を受けにお札や熊手、福豆などを求める多くの参拝者が途絶えること

なく訪れ、露店には子供たちが列を成し、賑わいを見せていました。

お札を申し込んだ参拝者はお堂内
でご祈祷を受けます。

「福は～うち！」豆まきも行われ
ました。
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～高家学ぼう会～

３年ぶりに「梅見会・庖丁式」が行われました
高家神社の早春行事「梅見会」が３年ぶりに行われました。今回は「早春夕暮れ梅見会」とし、夕

方からの開催となりました。境内では甘酒やお汁粉が無料でふるまわれ、高家ふるさと産品や軽食な
どの出店もありました。日のあるうちは境内の梅の花を楽しみ、日暮れが近づくと四條流たかべ社中
による庖丁式（式題「雪の朝(あした)」)が奉納殿にて行われました。厳かな庖丁式が終わり、振り向
くと辺りは竹あかりの幻想的な光のアートが点灯され、梅の木のライトアップの演出と共に参拝客は
各々に早春の夜を楽しんでいました。

夕暮れから行われた庖丁式。見事な
包丁捌きで鯛と鯉が奉納されました。

子供たちはお参りの後に露店へ
直行！

梅のライトアップと竹あかりの幻想的な光の芸術
に参拝客は夜の演出を楽しんでいました。
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